


猛暑の中、盛大に開催
吾惑き踊る翻践少り
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乙羽ま|つ ,

八
月
二
≡
一の
両
日
、今
帰
仁
の
駅
「そ
―
れ
」横
広
場
を
主
会
場
に

第
二
十
四
回

な
き
じ
ん
乙
羽
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、村
内
外
か
ら
の
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

ま
つ
り
は
、各
字
対
抗
の
チ
ビ
ッ
子
相
撲
大
会
や
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
、老
人
会

員
ら
、大
勢
が
参
加
し
た
盆
お
ど
り
な
ど
、多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

今
年
は
、
村
産
和
牛
の
試
食
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
南
米
風
に
焼
か
れ
た

二
百
五
十
キ
ロ
の
牛
肉
に
多
く
の
人
が
行
列
を
つ
く
り
、
軟
ら
か
く
て
お
い
し

い
村
産
和
牛
を
味
わ
っ
た
。

最
後
に
は
、
夜
空
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
三
百
発
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、

真
夏
の
夜
空
を
楽
し
ん
だ
。

▲子どもたちによる琉舞

▲子どもたちが多く参加した
いそ釣り大会▲浴衣で楽 しく踊る園児たち

▲ユニークな中学生が出場し盛り上がったカラオケ大会

▲民謡ショー (内 間―夫乙羽グループ) ▲夕日に向かってウォーキング大会

訴

…
髯

‐

:イ i石ト

▲大勢の老人・婦人らが参加した盆踊り
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翠
＝
が

三
年
振
り
に

鯰

　

（０
　

優

　

勝

▲今泊チームが3連覇 (男 子バレー)

村
民

へ
の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
、

健
康
増
進
を
目
的
に
第
五
十
九
回

村
球
格
技
大
会
が
八
月
二
日
村
民

体
育
館
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

大
会
は
、
全
種
目
に
出
場
し
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
や
庭
球
な
ど
で
健
闘

し
た
湧
川
区
が
二
年
振
り
に
総
合

優
勝
に
輝
い
た
。
ま
た
、
各
種
日
で

活
躍
し
た
優
秀
選
手
は
村
代
表
と

し
て
国
頭
郡
球
格
技
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
同
大

会
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

各
競
技
の
結
果
は
次
の
と
お
り

▲3年振りに優勝した謝・越チーム(女子バレー)

▲ほとんどの区民が参加したグラウンドゴルフ

渡喜仁区から
レスリング全国大会に

二人が出場
饉鍵」藤麟鵜畿

球
格
技
大
会

園
厨
目

優
　
勝
　
湧
川
全
一十
二
・五
点
）

準
優
勝
　
今
泊
全
一十
二
・Ｏ
点
）

各
種
目
の
成
績

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ボ
ウ
リ
ン
グ

庭

　

　

球

男
子
バ
ス
ケ

ッ
ト

女
子
バ
レ
ー

男
子
バ
レ
ー

種
　
　
目

湧
,II

今
泊

謝
・越

△
マ
消酒

謝
・越

今
泊

優
勝

仲
宗
根

仲
宗
根

湧
)||

謝
・越

△
，

消酒

天
底

準
優
勝

，
ユ

０
工
む

０
毛
Ｓ
３
窃

卑し
しつ
とヽ1'

一エ

呉
我
山
区

猛
暑
と
な

っ
た
七
月
二
十
日
、
平
成
十
五
度
亘
（我
山
区
民
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
大
会
」
が
村
運
動
公
園
で
開
か
れ
、
大
勢
の
区
民
が
参
加
し
て
交
流

を
深
め
た
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
は
、
親
里
藤
子
区
長
が
「暑
い
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
ム
リ
を
し
な
い
よ
う
に
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
後
、
区
民
全
員
が
参
加
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
か
ら
は
じ
ま

り
、
ヂ
」
が
や
ま
ボ
ウ
ル
や
ス
イ
カ
割
り
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
飛
ん
だ
種

目
に
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
た
。

ま
た
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会
終
了
後
に
は
学
事
奨
励
会
が
行
わ
れ
、

関
係
者
が
児
童
生
徒
を
激
励
し
た
。

五
月
下
旬
、
県
内
各
地
で
行
わ
れ
た
県
高
校

総
合
誉
育
大
会
に
出
場
、
レ
ス
リ
ン
グ
団
林

戦
で
優
勝
。
全
国
高
校
総
答
（長
崎
ゆ
め
総
体
）

に
出
場
の
決
ま

っ
た
北
部
農
林
高
校
レ
ス
リ

ン
グ
部
で
渡
喜
仁
区
出
身
の
照
屋
当
吾
君
と

営
山
清
彰
君
の
激
励
会
が
七
月
二
十
日
、
同

区
公
民
館
で
行
わ
れ
た
。

渡
喜
仁
区
か
ら
二
人
も
全
国
大
会
に
出
場

と
い
う
快
挙
に
、
か
つ
て
同
校
レ
ス
リ
ン
グ

部
で
活
躍
し
て
い
た
与
那
嶺
篤
哉
さ
ん
、
石

川
清
友
区
長
ら
が
、
一
一人
を
激
励
し
よ
う
と

企
画
し
た
。

激
励
会
に
は
、
一
一人
の
家
族
を
は
じ
め
、
約

五
十
名
の
区
民
が
か
け
つ
け
照
屋
当
吾
君
が

「全
国
大
会
に
出
場
で
き
る
の
は
、
学
校
の
先

生
や
区
民
、
両
親
の
お
か
げ
で
す
。

精

一
杯
頑
張
り
ま
す
」
と
決
意
を

述
べ
た
。

▲あいさつする照屋君 (右 )と 営山君
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北
山
口
想
（籍
）畜
軽
い亀
∩

Ｉ
創
立
五
周
年
記
念
図
書
館
の
思
い
出

！

運

天

政

一

去
る
二
月
、
母
校
で
定
年
退
職

し
た
司
書
の
上
間
悦
子
さ
ん
（十

三
期
生
）
が
ま
と
め
た
「北
山
高
校

図
書
館
設
立
の
記
録
」
を
み
る
と
、

母
校
図
書
館
は
こ
の
五
十
有
余
年

で
四
度
姿
を
変
え
て
い
る
こ
と
が

一
目
瞭
然
と
し
て
わ
か
る
。

ま
ず
、
創
立
五
周
年
記
念
図
書

館

全

九
五
四
年
二
月
竣
工
）
、
次

に

一
九
六
八
年
八
月
、
増
改
築
等

に
よ

っ
て
三
倍
の
建
坪
で
再
現
さ

れ
た
図
書
館
、
さ
ら
に
管
理
棟

の

新
築

全

九
八
〇
年
）
、
そ
の
後
の

改
築
（一
一〇
〇
二
年
）に
伴
う
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
で
、
図
書
館
は
ハ
ー
ド
、
ソ
フ

ト
の
両
面
か
ら
飛
躍
的
に
充
実
し

た
。
先
般
、
新
装
成

っ
た
管
理
棟
の

中
に
お
さ
ま

っ
た
図
書
館
を
参
観

さ
せ
て
頂
い
た
が
、
実
に
素
晴
ら

し
い
と
思

っ
た
。

す
で
に
夜
の
と
ば
り
も
お
り
、

や
わ
ら
か
な
照
明
の
も
と
、
木

の

香
り
も
新
し
い
調
度
に
つ
つ
ま
れ

て
そ
こ
、
ア；
」
に
読
書
す
る
生
徒

た
ち
。
は
て
、
ア」
ん
な
に
遅
く
ま
で
‥
・

聞
け
ば
閲
覧
室
は
七
時
半
ま
で
開

放
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
何
か

と
セ
チ
辛
い
ご
時
世
、
ほ
の
ぼ

の

と
す
る
も
の
を
感
じ
た
。

折
し
も
私
を
案
内
し
て
く
れ
た

悦
子
さ
ん
は
、
ヂ
⊆
自
分
の
司
書
生

活
半
生
を
振
り
返

っ
て
「母
校
北

山
は
近
隣
の
高
校
に
比
べ
て
恵
ま

れ
て
い
る
」
と
し
み
じ
み
語

っ
て

く
れ
た
が
、
そ
れ
は
最
初

の
五
周

年
記
念
図
書
館
が
当
時
の
沖
縄
と

し
て
は
器
も
な
か
み
も
傑
出
し
て

い
た
か
ら
で
は
な
い
か
、
私
は
フ

ト
思
い
、
あ
ら
た
め
て
下
門
先
生

の
「心
田
を
拓
く
」
の
「記
念
図
書
館
」

の
項
を
読
み
返
し
て
み
た
。

文
化
の
光
に
遠
い
辺
地
の
高
校

に
お
い
て
「記
念
事
業
は
学
校
図

書
館
の
建
設
に
勝
る
も
の
は
な
い
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
今

帰
仁
、
上
本
部
の
校
区
内
は
勿
論
、

県
内
、
本
土
さ
ら
に
海
外
は
遠
く

北
米
、
南
米
諸
国
在
住

の
村
出
身

者
に
ま
で
協
力
を
仰
ざ
、
予
想
以

上
の
ご
芳
志
を
頂
い
て
、
校
地
の

▲思い出の創立 5周年記念図書館

．
と
し
て
あ
の
懐
か
し
い
図
書
館
（写

東
北
隅
の
台
地
に
「文
化
の
殿
堂
」

真
）
が
建
設
さ
れ
た
。
文
教
局
の
「学

校
図
書
館
研
究
校
」
の
指
定
を
受
け
、

吉
田
光
正
先
生
を
主
任
と
し
て
研

究
に
取
り
組
み
、
発
表
会
に
は
沖

縄
全
島
か
ら
多
数
の
参
会
者
を
迎

え
賑
わ

っ
た
。
そ
の
後
も
図
書
館

関
係
の
先
生
方
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
に

よ
る
参
観
が
相
次
ぎ
、
当
時

の
北

山
の
図
書
館
は
か
な
り
評
判
に
な
っ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

思
え
ば
、
ア」
の
初
代
図
書
館
は

私
に
と

っ
て
、
書
物
を
借
り
て
読

書
を
す
る
場
で
は
な
く
、
力
量
不

足
の
代
用
教
員
が
追
わ
れ
る
思
い

で
取
り
組
む
教
材
研
究
と
併
行
す

る
受
験
勉
強
の
場
で
あ

っ
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
よ
り

一
段
高
い
丘

の
上
の
図
書
館
、
玄
関
を
入
る
と

正
面
に
金
網
を
隔
て
て
書
架

（庫
）
、

そ
の
両
サ
イ
ド
、
窓

べ
り
に

一
人

分
ず

つ
仕
切
ら
れ
て
机

（椅
子
）
が

配
列
さ
れ
、中
央
部
分
は
む
か
い
合
っ

て
六
人
程
度
ず

つ
陣
取
れ
る
テ
ー

ブ
ル
と
椅
子
が
縦
、
横
に
数
組
配

列
さ
れ
て
い
る
構
図
に
な
る
が
、

大
抵
は
ワ
ン
ボ

ツ
ク
ス
の
窓
際
の

席
か
ら
先
に
占
領
さ
れ
、
逐
次
中

央
部
分
の
席
が
埋
ま

っ
て
ゆ
く
傾

向
で
あ

っ
た
。

放
課
後
、
部
活
で
響
く
掛
け
声

も
ひ
と
た
び
図
書
館
に
入
れ
ば
、

人
は
い
て
も
静
寂
そ
の
も
の
、
ワ

ン
ボ

ツ
ク
ス
の
席
は
ほ
と
ん
ど
埋

ま
り
、
そ
れ
と
な
く
見
れ
ば
読
書

と
い
う
よ
り
教
科
の
学
習
が
主
林

で
、
ピ
ン
と
張
り
つ
め
た
雰
囲
気
は
、

思
わ
ず
足
音
を
忍
ば
し
め
た
も
の

で
あ
る
。

こ
の
図
書
館
の
利
用
は
七
期
生

が
三
年
生
に
な

っ
て
ス
タ
ー
ト
、

具
志
堅
勲
君
（六
期
生
）
が
受
験
勉

強
方
々
司
書
と
し
て
入
り
、
折
か

ら
名
護
高
校
卒
の
Ｏ
君
が
聴
講
生

と
し
て
入
学
、
沖
縄
工
業
三
年
で

中
退
し
、
平嗣
年
度
既
に
二
年
生
に

編
入
し
て
い
た
Ｍ
君
も
三
年
次
を

迎
え
、
受
験
ム
ー
ド
は
い
や
が
上

に
も
高
ま

っ
て
い
た
。
図
書
館
は

学
習
セ
ン
タ
ー
的
な
存
在
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
よ
う
に
思
う
。
翌
春
、

前
記
三
名
は
い
ず
れ
も
国
費
、
琉

大

へ
進
学
、
私
も
高
卒
七
年
目
に

し
て
晴
れ
て
大
学
生
に
な
れ
た
。

今
は
な
き
初
代
図
書
館
と
の
た

っ

た

一
年
間
の
触
れ
合
い
が
、
ウ」
う

も
深
く
記
憶
に
残
る
も
の
な
の
か
！



人
類
発
祥
伝
説
が
残
る
、
古
宇

利
島
の
ウ
ン
ジ
ャ
ミ
（海
神
祭
）
が

八
月
十
八
日
行
わ
れ
た
。

旧
盆
後
の
最
初
の
亥
の
日
に
行

わ
れ
る
同
行
事
は
、
白
装
束
を
ま

と
い
、
カ
ブ
イ
を
か
ぶ
り
、
旗
を
も
っ

た
七
人
の
神
人
た
ち
が
コ
の
字
型

の
ラ
イ
ン
に
そ

っ
て
七
往
復
し
、

神
ア
サ
ギ
で
御
願
を
行

っ
た
あ
と
、

神
人
た
ち
は
、
神
道
を
通
り
海
に

古
宇
利
区

突
き
出
た
岩
場
に
立
ち
大
宜
味
村

塩
屋
に
向

っ
て
神
送
り
を
し
た
。

ハ
ー
リ
ー
は
、
東
、
中
、
西
の
三

組
に
分
れ
て
競
う
御
願
バ
ー
リ
ー

か
ら
は
じ
ま
り
、
職
域
・婦
人
ら
も

参
加
、
力
強
い
か
い
さ
ば
き
を
披

露
し
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。

小
・中
学
生
の
勇
壮
な
エ
イ
サ
ー
も

あ
り
、
ウ
ン
ジ
ャ
ミ
の
翌
日
に
は
五

穀
豊
穣
を
祈
る
豊
年
祭
が
行
わ
れ
た
。

ｂ

義

酵

＞
塩
屋
に
向
っ
て
神
送
り
を
す
る
神
人

玉
城
子
供
会
（座
間
味
希
呼
会
長
）

二
十
四
名
が
八
月
六
日
、
お
年
寄

り
た
ち
と
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

そ
う
と
、村
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「乙
羽
園
」
を
訪
問
し
た
。

今
日
の
日
を
待

っ
て
い
た
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
や
ん
の
前
で
、

子
供
た
ち
が
元
気
よ
く
エ
イ
サ
ー

や
お
ど
り
を
披
露
し
た
あ
と
、
全

お
年
害
呵
４
訪
ね
、醜
れ
ａ
う

玉
研
与
残
ａ
が

，
“羽
０
」
と
訪
蓼

ウ
ン
ジ
ャ
ミ
ｔ

島
が
に
ご
わ
与

員
で
「て
い
ん
さ
ぐ
の
花
」
を
う
た

っ

た
り
な
か
よ
く
に
ぎ
や
か
に
過
ご

し
た
。

老
人
ホ
ー
ム
を
代
表
し
て
金
城

安
子
さ
ん

（七
十
四
才
）
は
「み
ん
な
、

エ
イ
サ
ー
や
歌

が
上
手
だ

っ
た
。

ま
た
、
遊
び
に
き
て
ね
」
と
楽
し
ん

だ
様
子
だ

っ
た
。

＞
エ
イ
サ
ー
を
披
露
す
る
玉
城
子
供
会

靭 翻
言己魏 冠lJ」

]國鯉 鶴養 期
震塾建剣

今
年
廃
校
と
な

っ
た
兼
次
中
学

校
の
卒
業
生
で
結
成
さ
れ
た

「兼

次
中
学
校
廃
校
に
伴
う
事
業
期
成

△
ど
の
解
散
総
会
が
八
月
八
日
、
村

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
た
。

同
期
成
会
は
、
学
校
敷
地
に
あ

っ

た
各
卒
業
生
の
記
念
碑
を
集
め
た

記
念
庭
園
や
学
校
の
歴
史
を
綴
る

記
念
誌
を
こ
の
た
び
発
刊
し
た
。

総
会
で
は
、
期
成
会
の
結
成
当

時
か
ら
の
活
動
報
告
や
決
算
報
告

が
承
認
さ
れ
た
後
、
余
剰
金
百
三

十
万
円
を
兼
次
小
学
校
の
図
書
購

入
費
や
、
ユヽ

一バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー

ル
部
の
派
遣
費
な
ど
と
し
て
、
寄

付
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。

玉
城

一
夫
期
成
会
長
が
「同
窓

生
み
ん
な
が
協
力
し
て
募
金
活
動
、

記
念
事
業
、
記
念
誌
の
発
刊
な
ど

す
べ
て
の
事
業
が
無
事
終
了
し
ま

し
た
」
と
、
期
成
会
の
解
散
を
宣
言

し
た
。

▲金城小夜子校長に寄付金を手渡す玉城―夫期成会長  ▲これまでの記念碑が集められた記念庭園
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は
じ
め
ま
し
て
　
八
月
よ
り
ヶ

イ
ト
・
ハ
ー
マ
ン
さ
ん
に
代
わ

っ

て
今
帰
仁
村
に
赴
任
し
た
オ
リ
バ
ー
・

ロ
ワ
ン
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
か
ら
来

ま
し
た
。
今
帰
仁
中
学
校
や
村
内

の
小
学
校
で
英
語
を
教
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
年
は
二
十
二
才
、

大
学
を
卒
業
し
た
ば
か
り
で
す
。

大
学
で
は
経
営
学
と
ド
イ
ツ
語
を

専
攻
し
て
い
ま
し
た
。

私
は
ス
ポ
ー
ツ
、
特
に
サ
ツ
カ
ー

が
好
き
で
、
早
速
今
帰
仁
村
の
テ
ー

ム
に
入

っ
て
週
二
回
の
練
習
を
が

ん
ば

っ
て
い
ま
す
。
立
日
楽
も
好
き

で
ピ
ア
ノ
や
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
の
演

奏
も
で
き
ま
す
。

日
本
や
沖
縄
の
食
べ
物
も
大
好

き
で
、
沖
縄
そ
ば
や
寿
司
、
ゴ
ー

ヤ
ー
や
納
豆
も
食

べ
ら
れ
ま
す
。

寿
司
で
は
特
に
鉄
火
巻
き
が
好

き
で
す
。
で
も
、
初
め
て
容
験
し

た
台
風
と
虫
刺
さ
れ
に
は
参
り

ま
し
た
。

美
し
い
今
帰
仁
村
に
来
れ
て

と
て
も
ラ
ツ
キ
ー
に
思

っ
て
い
ま

す
し
、
私
を
招
き
歓
迎
し
て
く
れ

た
今
帰
仁
村
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら

感
謝
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ

ん
や
子
ど
も
た
ち
に
出
会
え
る
の

を
と
て
も
楽
し
み
し
て
い
ま
す
。

も
し
私
を
見
か
け
た
ら
気
軽
に
声

を
か
け
て
下
さ
い
ね
。

今
私
は
日
本
語
が
あ
ま
り
し
や

べ
れ
ま
せ
ん
が
、
一
年
後
に
は
私

の
日
本
語
と
私
の
生
徒
た
ち
の
英

語
の
両
方
が
上
手
に
な
れ
る
よ
う

が
ん
ば
り
ま
す
。
近
い
う
ち
に
ぜ

ひ
お
会
い
し
ま
し
よ
う
。

ロ
ワ
ン

村
内
で
唯

一
茅
葺
き
屋
根
の
神

ハ
サ
ギ
が
あ
り
、
伝
統
芸
能
も
盛

ん
な
崎
山
区
に
、
ア」
の
ほ
ど
屋
外

村
の
大
浜
海
岸
、
通
称
「ウ
ツ
パ

マ
ビ
ー
テ
」
で
七
月
二
十
七
日
、
大

規
模
な
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
実
施
さ

れ
た
。

こ
れ
は
渡
喜
仁
区
の
地
域
団
体

「ウ
ッ
パ
マ
会
・仲
伊
部
正
人
会
長
」

主
催
で
行
わ
れ
、
当
日
は
ウ
ツ
パ

マ
会

の
会
員
の
他
、
同
区
の
消
防

団
も
多
数
参
加
し
て
、
伸
び
放
題

に
な

っ
て
い
る
木
々
の
伐
採
や
草

ウ
ッ
パ
マ
ビ
ー
チ
で

ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施

ス
テ
ー
ジ
が
完
成
し
た
。

昭
和
五
十
二
年
か
ら
使
用
し
て

き
た
木
造
組
み
立
て
式
舞
台
の
老

朽
化
に
伴
い
、
平
成
十
五
年
度
宝

く
じ
助
成
事
業
盆
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
）
を
導
入
し
て
建
築
さ

れ
た
も
の
。

喜
屋
武
加
代
子
区
長
は

「今
年

行
わ
れ
る
豊
年
祭
や
民
謡
大
会
な

ど
を
催
し
て
、
字
の
文
化
発
展
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
喜
び
を
語
っ

た
。

渡
喜
仁
区

刈
り
作
業
に
心
地
よ
い
汗
を
流
し

た
。同

会
が
毎
年
こ
の
時
期
に
ク
リ
ー

ン
作
戦
を
展
開
し
て
い
る
の
は
、

夏
休

み
期
間
中
、
同
ビ
ー
チ
を
訪

れ
る
子
ど
も
達
や
行
楽
客
に
す
ば

ら
し
い
環
境

の
も
と
で
海
水
浴
や

キ

ャ
ン
プ
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た

め
の
も
の
。

仲
伊
部

正
人
会
長
は

「ビ
ー
チ

村
外
ａ
絡
指
導
ｍ
手
代
わ
る

ケ
イ
ト
と
ん
介
ら
ａ
甲
ン
と
ん
ヘ

崎山区の
神Aサギ広場に
屋外ステロジが

完成

!け,

を
訪
れ
る
ひ
と
り

一
人
が
海
浜
の

大
切
さ
を
認
識
し
美
化
に
心
が
け

て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。

▲完成 した野外ステージ▲草刈り作業に汗を流すウッパマ会の皆さん



印
刷
機
三
台

な
ど
を
寄
贈

ジ
ム
キ
文
明
堂

「村
内
の
子
供
達
の
教
育
に
役

立
て
て
ほ
し
い
」
と
、
ぶン
ム
キ
文
明

堂
の
石
川
元
章
社
長
ら
が
、
村
教

育
委
員
会
を
た
ず
ね
、
お預
ン
タ
ル

印
刷
機

二
台
、
防
犯
ベ
ル
八
十
五

個
を
贈
呈
し
た
。

石
川
社
長
は
「今
帰
仁
村
の
た

め
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
、

日
頃
か
ら
考
え
て
い
た
前
石
川
元

安
社
長

（渡
喜
仁
出
身

・故
人
）
の

意
志
を
受
け
継
い
だ
と
、
い
き
さ

つ
を
話
し
、
山
城
清
光
教
育
長
が
「石

川
さ
ん
の
ふ
る
さ
と
を
思
う
厚
意

に
感
謝
し
ま
す
。
村
の
子
供
達

の

教
育
に
使
わ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
感
謝
を
述
べ
た
。

先
般
い報
道
さ
れ
た
北
谷
町
の
中
学

生
の
少
年
少
女
ら
が
関
わ
っ
た
と
さ

・
れ
る
中
学
２
年
生
殺
奎
こ
退
棄
事
件
は
、

教
育
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、す
べ
て
の

一
県
民
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
ま
し
穐

誠
に
痛
ま
し
い
事
件
で
あ
り
、始
螢
口者

一
の
少
年
の
御
家
族
の
心
痛
は
察
す
る

に
余
り
あ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

一　

改
め
て
、
被
害
者
の
少
年
の
御
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

一　

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
あ
る

那
覇
地
方
法
務
局
及
び
沖
縄
県
人
権

一
擁
護
委
員
浦
尺
只
本
で
は
、従
来
か
ら
「い

一
じ
め
問
題
」
を
は
じ
め
と
す
る
子
ど

一
も
の
人
権
侵
害
の
解
消
に
向
け
、
「命

の
大
切
さ
」
や
「相
手
へ
の
思
い
や
り
」

等
の
基
本
的
人
権
尊
重
の
精
神
を
身

一
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

・
て
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
「人
権
の

花
運
動
」や
中
学
生
を
対
象
と
し
た
「人

一
権
作
文
コ
ン
タ
ス
ト
」
等
の
人
権
啓

発
活
動
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
今
回
の
事
件

・
が
発
生
し
た
こ
と
は
、
誠
に
残
念
で

一
な
り
ま
せ
ん
。

一　

こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
事
件
が
三
度

一
と
起
き
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、

ま
ず
、
県
民

一
人

一
人
が
「人
の
命

の
重
さ
二
人
の
命
の
大
切
さ
」
と
い

う
こ
と
を
今

一
度
考
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ア⊆
の
よ
う
な

事
件
が
起
き
て
し
ま
っ
た
社
会
環

境
に
つ
い
て
も
、
今
、
正
に
問
題
意

識
を
持
つ
べ
き
時
期
に
来
て
い
ま
す
。

現
代
の
社
会
状
況
は
、
長
引
く
不
況
、

高
度
情
報
化
、
核
家
族
化
等
に
よ
っ

て
、
家
庭
に
お
い
て
も

一
般
社
会
に

お
い
て
も
、
お
互
い
を
信
じ
合
い
、

語
り
合
い
、
喜
び
を
分
か
ち
合
う
よ

う
な
関
係
を
築
く
こ
と
が
困
難
な

時
代
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

「人
権
」
と
は
、
「人
が
社
会
生
活

を
営
む
上
で
、
誰
も
が
有
し
て
い
る

幸
せ
に
生
き
る
権
利
」
で
す
。
県
民

一
人

一
人
が
、
自
分
自
身
を
大
切
に

す
る
心
を
持
つ
と
と
も
に
、
相
手
を

思
い
や
る
心
を
持
ち
、
よ
り
良
い
人

間
関
係
、
ひ
い
て
は
社
会
関
係
を
築

く
こ
と
が
、
す
べ
て
の
人
々
の
人
権

が
尊
重
さ
れ
、
相
互
に
共
存
で
き
る

平
和
で
豊
か
な
社
会
を
実
現
す
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
ア⊆
の
事
件
に
関
連
し
て
、
加

害
生
徒
ら
が
通
う
中
学
校
の
生
徒
に

対
し
、校
外
で
¶
旭
元
で
こ
ん
な
事
件

が
起
き
て
迷
惑
」、
「人
殺
し
」
な
ど
と

中
傷
の
言
葉
を
浴
び
せ
る
な
ど
の
嫌

が
ら
せ
が
相
次
い
で
い
る
と
い
う
悲

し
む
べ
き
報
道
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
行
為
は
、
生
徒
の
健
全
な

育
成
を
願
う
立
場
か
ら
絶
対
に
や
っ

て
は
い
け
な
い
行
為
で
す
。
ソ」
の
よ

う
な
こ
と
で
生
徒
等
の
心
の
傷
が
果

一

た
し
て
い
つ
癒
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

那
覇
地
方
法
務
局
及
び
沖
縄
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
家
庭
、学
校

及
び
地
域
の
人
々
が
手
を
取
り
合
っ

て
、
こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
事
件
の
再

発
防
止
や
心
な
い
嫌
が
ら
せ
の
防
止

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
地

一

域
に
お
け
る
人
権
尊
重
思
想
の
普
及

・

高
揚
の
た
め
に
、
引
き
続
き
啓
発
活

一

動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。　
　
　
・

人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
に

努
め
る
こ
と
を
そ
の
職
務
と
す
る

一

私
た
ち
は
、
ア」
の
事
件
の
重
大
性
に

一

思
い
を
い
た
す
と
き
、
改
め
て
、
県

民
の
皆
様
に
人
権
の
重
要
性
に
つ

い
て
強
く
訴
え
る
べ
く
、
ア；
」
に
緊

急
の
ア
ピ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。　
　
　
・

平
成
十
五
年
七
月
二
十
五
日

孤
覇
地
方
法
務
局
長

谷
　
山
　
幸
　
雄

沖
縄
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長

・

源

　

　

武
　
一
一
一

▲高価な印刷機の寄付を喜ぶ関係者

厚生労l動省で|よ、本年フ月31日現在で、常用労働者

を1人から4人雇用してしヽる事業所を対象に、毎月勤労

統計調査特別調査を実施します。

この調査|よ、1～4人規模事業所における賃金、労働

時間及び労働者数の動向を都道府県別に明らかにする

などの目的をもつ大切な調査です。

調査対象となる事業所にlよ、8月 から9月 にかけ統計

調査員が訪問して調査票を作成いたします。

調査した内容|よ統計を作るためにのみ使われます

ので、御協力しヽただいた皆様に御迷惑をおかけするこ

と|よ絶対にありません。

御多忙のこととは存じますが、調査の重要性を御理

解の上、御協力くださしヽますようお願いいたします。

厚生労働省 沖縄県

毎月勤労続計調査特別調査についてのお願い

7広 報 な き じん 骸oo3年)平成15年 9月 1日
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参l濡仁増節晨び関連麗選環境整備事業の

情襦1隼業員彗肇
(平成15年度沖縄県緊急地域雇用創出特別事業|

作業内容 :清掃作業 (チ ェンソー、草刈機使用)

募  集 :60才未満

勤 務 地 :今帰仁村内

期  間 :10月 中旬～2月末 (後期)

時  綸 :910円

雇 用 者 :今帰仁村社会福祉協議会(TEL56‐4742)
問い合わせ :社会教育課 文fヒ財係 TEL56‐3201

■■ 脳 ■

健康づくりでさわやかな笑顔 自分の健康は自分で守ろうH

八イサイ !チ ャーガンジュウしていますか ?。

国民健康保険(国保)は、みなさんが病気やケガをしたときの医療費を負担する大切な制度です。と

ころで、その医療費が年々増え続けているのをこ存知ですか ?。不規則な生活習慣の積み重ねが原

因で起る「生渚習慣病」と呼ばれる高血圧、心臓病、脳卒中などの循環器系の疾患やがん(悪性新生物)

などの疾病の増加が主な要因です。その多くは慢性の病気で治療が長期にわたるため、医療費増加

の大きな原因となつています。

みなさん一人ひとりが医療費のことを真父」に受け止め、定期的に健診を受けることで生活習慣病の

早期発見・治療及び生活習慣を見直して、健康づくりに努め、医療費節約に役立てましょう。

◆帰仁村国民健康保険係では、生渚習慣病の早期発見・早期治療を目的として下記のとおり「人間ドッ

ク」と「脳 ドック」の受診補助を実施します。

O対 象 者 国民健康保険加入者

30歳以上71歳未満 (老人医療受給者を除く。)

50名 (保険税完納世帯を優先とします。)

受信料の助成額は20,000円 です。

越えた分は自己負担になります。

①北部地区医師会病院 ②ひだか脳神経外科

③県立北郡病院 ④宮里病院 ⑤今帰仁診療所

○健診委託機関

※人間ドツク・脳ドック両方の申し込みはできません。一般住民健診を受診した方は人間ドックの受診はできません。

O予 定 人 員

○費 用 負 担
鳴

ロ

健診期間

申込期間

平成15年 10月 1日～平成 16年2月 2フ日まで

平成 15年 9月 18日から予定人員に達するまで

問合せ 村役場保険予防課 国民健康保険係電話56‐2101(内線 124.126)

参嬌仁樹速路等クリーン事業の

情漏作業員華蕪
1平成15年度沖縄県緊急地Ⅲ或雇用創出特別事業|

作業内容 :清掃作業 (チェンソー、草刈機使用 )

60才未満

今帰仁村内

11月上旬～2月末(後期)

910円
雇 用 者 :(有)うがしま今帰仁(商工会館内TEL56‐ 2268)

問い合わせ :建設課 管理係 TEL56‐2255

集

地

間

綸

務

募

勤

期

時
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碇廃相談のご父内
8月 で検診も終わ り、お手元に結果が返ってきていると思いますが、検診は受けつぱなしで

は意味がありません。検診の結果に異常がある場合、それを生活改善に活かすことが大切です。

保健センターでは検診についての健康相談を実施しています。

「検診の結果の意味がよく分からない」、「検査値について詳しく知 りたい」、「どの部分に気

をつけたら良いか具体的なア ドバイスが欲 しい」など、どのような相談でも構いません。お気

軽にご相談下さい。

ロロ寺:毎週月曜日 8:30～ ]]:30

場所 :◆帰仁村保健センター

内容 :血圧・体脂肪測定・保健師による健康相談

お問い合わせ ◆帰仁村保健センター 電話(56-1234)ま で

無料

。
し
υ

′
・

０

　

０

　

０

税務証明等の交付申請について
これまで住民サービスとして交付していた資産証明、評価証明等について、地方税法の改正による固定

資産課税台帳記載事項の証明制度の法定化に伴い、平成 15年 8月 25日 より下記のとおりとなりますの

でご協力お願いします。

1.資産証明等を交付申請できる者について

①納税者餘内税義務者)か土地及び家屋の賃借権、その他使用又は収益を目的とする権利を有する者。

②固定資産の処分をする権利を有する一定の者。

なお、納税管理人及び代納者は納税者から委任があったものとして納税者と同様に扱う。

2.納税者 (納税義務者)以外の代理人が申請に来た場合について

納税義務者本人の押印がある委任状が必要です。(委任状は所定の要件を満たしていれば委任者の作成したものでも可)

3.税務証明等交付申請者の本人確認について

本人、代理人とも申請の際には、本人確認のため下記のいずれかの書類を提示していただきます。

ア.パスポート  イ.運転免許証  ウ.年金手帳  工.身体障害者手帳

オ.健康保険手帳  力.上記の証明するものがない場合は宣誓書を提出。

4.税務証明等の委任状の要・不要について

証明の内容 申 請 者 委任状が要・不要

1 納 税 証 明 代理人 本人の押印がある委任状が必要

2 所 得 証 明
生計同一者 (同家族) 不要

代理人 本人の押印がある委任状が必要

3
評 価、公 課

資産証明等
代理人(家族も代理人扱い)

本人の押印がある委任状が必要 (但 し所有者が

死亡の場合で家族=相続人の場合は不要)※ 1

※ 1 所有者が死亡で相続人 (家族)以外の者が申請する場合は、相続人の委任状が必要

お問い合わせ :役場住民課 TEL 56H2101
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令警く鼻練
IЪ胃よ L」特剛曽収(分護保限樹を

軍霊力lヨ天ヨI芭)□南岡釜額が変相 L」ます。

【対象者】
065歳以上で老齢 (退職)年金が年額 18万円(月 額 ]万5千円)以上受給されてしヽる方で

平成 15年 4月 、6月 、8月の年金より介護保険料が天引きされてしヽる方。

※遺族年金・障害年金・老齢福祉年金について|よ特別徴収できません。

【仮徴収。本徴収】
○仮徴収…平成 14年度から継続して特別徴収の方の保険料|よ、4・ 6・ 8月 と10'12・ 2月 に区分されま

す。4・ 6・ 8月 lよ 、平成 15年 2月 分の保険料額をそのまま年金から天引きします。

○本徴収…10・ 12・ 2月 lよ 6月以降に確定する住民税の課税状況等をもとに年間の保険料を算出し、そ

こから4・ 6・ 8月 の仮徴収分を除いた金額を 10・ 12・ 2月 の3期で天引きしヽたします。

※介護保険料 |よ第1段階～第5段階まであり、本人や世帯の課税状況によつて異なります。

年金から天引きされる特別徴収の方と直接金融機関等で納付する普通徴収の方の段階が同

じであれば、収める年額lよ同額です。

しかし、特別徴収の方|よ年6回で納めますが、普通徴収の方|よ年9回で納めますので、1回あ

たりの納付額|よ異なります。

平成 15年度から介護保険料が改正されたことにより、個々

の住民税の課税状況が確定する6月以前は前年度の保険料

額を徴収しますが、10月以降は改正された保険料額に10月

以前の差額分を加えて天引きさせていただきます。
4・ 6・ 8月の

差額分

◆回の保険料

前回の保険料
仮徴収額

仮徴収           本徴収

【納めかた】
○特別徴収|よ、年金保険者 (社会保険庁等)か ら沖縄県介護保険広域連合への通矢日に基づいて実施されま

すので、申し込み等は必要ありません。

○介護保険料|よ年金からの天引きとなりますので、こ自身で直接金融機関等で納付する必要lよありません。

【間い合わせ先】
○沖縄県介護保険広域連合

〒904-019フ 沖縄県中頭郡北谷町北谷2丁目6番地2 TEL 098‐ 921-フ 802(業務課賦課徴収係)

☆ホームページを平成 ]5年 5月 20日更新しました。 http:〃 www okinawa‥ Kouikijp/

○役場保険予防課 TEL56ぃ2101内線 ]25

本徴収額

4月 6月 8月 ]0月 12月 2月
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9月 /長月

ォーキングの集い (7'00～ 9:00)村保健センター

セヽ

○健康相談 (8:30～■:30)

O心配ごと相談 (13:30～ 16:30コ ミセン)

○心配ごと相談 (13:30～ 16i30コ ミセン)

ケ ア

○村敬老会 (14:00～ コミセン)

00～

や セヽ

や 00～ 12!00コ ミセン

○湧川小運動会

(8:00～

ヤヽ 30～

○婦人検診

リアヽ リ

○心配ごと相談 (13:30～ 16:30コ ミセン) ○北部畜産共進会
ヽヽ ― る

:30～

10月 /ネ申無月
ラ シマ ○リハビリ

○心配ごと相談 (18:30～ 16130コ ミセン)○おもちゃ図書館 (9100～ 12:00コ ミセン)

ケ

:00～ )

リ

○ゆいま―る (運天) ○おもちゃ (9:00～ 12,00コ ミセン)

ン 00´-21

:30～ 16:30コ ミセン)

セ ン

:30～

(8:30～ 1● 30)

予ヽ ― る

や ○リハビリ
○心配ごと相談 13:30～ 16:30コ ミセン)
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期  日 9月 21日 (日 )

(毎月第3日 曜日開催)

集合・受付 午前フ時、保健センター

スター ト 午前フ時 15分

距  離 約6 5km
解  散 午前9時
※注  意 1.軽装で必す帽子着用

2.水筒持参でお願いします。
・コースは会場 (保健センター)で説明

主催。今帰仁村役場 主管。保健予防課

問い合わせ先 保健センター (島袋)

TELSG日 1234
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▲今泊

▲∝山

▲与那嶺

▲仲尾次 ▲平敷

―ツアヾメ科―

留鳥。額と類、のどが赤褐色で腹が灰白色、頭から

背面が光沢のある紺色、外側尾羽はツバメのように長
くならず翼と同じぐらいの長さに見える。

繁殖期以外は群れで生活し、羽ばたきながら昆虫類

を採食する。

大井川河日周辺でよく見ることができます。

ツバメを見ると幼い頃に読んだ 「幸せの王子」を思
い出します。

沖縄県鳥獣保護員 (仲村渠智)

シリ‐ズ今帰熱斑勒陀ち⑮

リュウキュウツバメ


